
豊
後
国
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染
荘
の
景
観
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中
世
荘
園
村
落
景
観
へ
の
接
近
に
む
け
て
l
i

出

久

田

手日

は

じ

め

に

昭
和
三
八
年
(
一
九
六
三
)
に
団
体
営
圃
場
整
備
事
業
が
開
始
さ
れ
四
半
世
紀
が
経
過
し
、
圃
場
整
備
事
業
は
地
方
の
小
山
間
盆
地
に

も
波
及
し
て
き
て
い
る
。
圃
場
整
備
の
実
施
は
、
農
村
の
経
済
的
基
盤
で
あ
る
水
田
の
形
状
を
大
き
く
変
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
道
路
の

豊後園田染荘の景観変遷

付
替
え
、
用
排
水
分
離
、
水
田
土
壌
の
変
化
な
ど
を
と
も
な
う
。
耕
地
一
筆
の
面
積
が
大
き
く
な
る
と
、
小
地
名
が
消
失
し
、
農
業
機
械

の
導
入
が
進
む
と
、
農
業
労
働
に
関
す
る
慣
行
に
も
変
化
を
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
今
日
こ
う
し
て
農
村
景
観
は
急
速
に
か
つ
大
き
く
変

貌
し
つ
つ
あ
る
。
最
近
ま
で
の
村
落
景
観
の
原
型
は
、

一
般
に
は
近
世
中
期
に
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
工
、

今
日
を
の
が
す
と
近
世
前
期
、
さ
ら
に
は
中
世
・
古
代
の
村
落
景
観
の
復
原
は
今
後
ま
す
ま
す
困
難
と
な
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
過
去
の
村
落
景
観
と
い
う
具
体
的
な
像
を
復
原
し
よ
う
と
す
る
と
、

一
般
に
時
代
を
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
難
し
く
な
り
、
中
世
と
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も
な
る
と
そ
の
困
難
の
度
は
い
っ
そ
う
高
ま
る
。
そ
れ
は
史
・
資
料
が
時
の
経
過
と
と
も
に
失
わ
れ
、
少
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
に
中
世
村
落
の
景
観
復
原
に
関
し
て
は
歴
史
地
理
学
は
も
と
よ
り
、
歴
史
学
か
ら
も
多
く
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
(23
こ
れ
ら
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の
研
究
の
多
く
は
、
奈
良
盆
地
な
ど
の
よ
う
に
条
里
地
割
と
地
名
が
よ
く
残
り
、
文
献
史
料
と
の
照
合
が
可
能
で
、

い
わ
ば
条
里
地
割
の

中
に
村
落
景
観
の
復
原
を
行
な
っ
た
も
の
と
、
薩
摩
国
人
来
院
や
備
後
国
太
田
庄
、
下
総
国
香
取
社
領
村
落
の
場
合
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
条
里
地
割
と
結
び
つ
い
た
復
原
が
で
き
な
い
山
間
部
や
谷
あ
い
の
谷
戸
田
(
谷
津
田
・
迫
田
)
の
卓
越
す
る
地
域
で
の
村
落
景
観
の

復
原
を
行
な
っ
た
も
の
と
に
大
き
く
二
分
で
き
よ
う
。
前
者
の
よ
う
な
場
合
は
面
的
に
景
観
を
捉
え
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
が
、

後
者
の
よ
う
な
場
合
は
か
な
り
困
難
で
、

や
や
も
す
れ
ば
点
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
具
体
的
な
景
観
と
し

て
像
を
結
び
に
く
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
小
稿
で
取
り
上
げ
る
田
染
盆
地
の
景
観
復
原
は
後
者
と
ほ
ぼ
同
様
の
方
法
に
よ
る
が
、

共
同
研
究
に
よ
り
地
域
的
に
は
相
当
網
羅
的
に
地
籍
図
・
地
名
・
濯
概
・
信
仰
・
考
古
資
料
等
に
関
し
て
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
な

り
面
的
な
把
握
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
き
に
筆
者
は
近
世
村
絵
図
と
地
籍
図
を
主
に
利
用
し
て
田
染
盆
地

の
近
世
に
お
け
る
村
落
景
観
の
復
原
を
行
な
い
、
や
や
も
す
れ
ば
単
純
に
現
代
の
村
落
の
延
長
上
に
考
え
が
ち
な
近
世
村
落
の
景
観
を
具

体
的
に
描
出
し
よ
う
と
試
み
た
す
)
O

そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
こ
れ
に
、
こ
れ
ま
で
の
共
同
研
究
の
成
果
を
加
え
、
ま
ず
、
古
代
の
田
染
盆

地
の
景
観
を
描
き
出
し
、
次
に
近
世
の
村
落
景
観
を
み
た
後
に
中
世
の
田
染
荘
の
村
落
景
観
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

豊
後
園
田
染
荘
の
概
要

大
分
県
豊
後
高
田
市
田
染
地
区
は
、
六
郷
満
山
の
仏
教
文
化
で
知
ら
れ
る
国
東
半
島
の
南
西
部
に
位
置
し
、
両
子
山
(
七
一
一
一
メ

1
ト

ル
)
の
放
射
谷
に
源
を
発
す
る
桂
川
中
流
域
の
、
小
山
間
盆
地
で
あ
る
田
染
盆
地
を
中
心
と
す
る
地
域
で
あ
る
。
古
代
に
は
『
和
名
抄
」

に
み
え
る
国
埼
郡
六
郷
の
ひ
と
つ
回
染
郷
の
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
盆
地
底
に
は
小
規
模
な
が
ら
条
里
型
地
割
が
み
ら
れ
た
が
、
昭

和
五
八
年
度
以
降
の
県
営
画
場
整
備
事
業
の
進
展
に
よ
り
そ
の
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。



豊
後
園
田
染
荘
に
関
し
て
は
多
数
の
関
係
史
料
が
残
存
し
て
い
る

Z
が
、
田
染
荘
成
立
の
経
緯
に
関
し
て
は
不
明
の
点
が
多
い
。
回
染

荘
の
文
献
上
の
初
見
は
長
寛
三
年
(
一
一
六
五
)
の
「
関
白
藤
原
基
賓
家
政
所
下
文
」
(5)

で
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
宇
佐
宮
領
田
染
荘
と

な
っ
て
お
り
、
鎌
倉
時
代
前
半
成
立
と
さ
れ
る
「
八
幡
宇
佐
宮
御
神
領
大
鏡
」
互
に
よ
れ
ば
、
豊
後
国
で
は
石
垣
荘
と
と
も
に
本
御
荘
一

八
箇
所
に
加
え
ら
れ
、
宇
佐
宮
領
荘
園
の
中
で
も
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
同
文
書
に
は
「
田
染
庄
四
至
回
数

f田

丁

用
作
田
四
丁
一
段
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
弘
安
八
年
(
一
二
八
五
)
の
「
豊
後
国
大
田
文
案
」

Z
に
は

回
染
郷
九
十
町

宇
佐
官
領

領
主

本
郷
四
拾
町

大
蔵
卿
法
眼
有
寛
跡
、
小
田
原
又
次
郎
景
春
法
師
、
法
名
寂
仏
、
相
惇
之
由
申
之
、

吉
丸
名
武
拾
町

名
越
尾
張
入
道
殿

地
頭

豊後園田染荘の景観変遷

糸
、
水
名
参
拾
町

肥
前
園
御
家
人
曾
弥
崎
淡
路
法
橋
慶
増

と
み
え
、
回
染
郷
は
大
き
く
三
つ
に
わ
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。

の
ち
、
武
家
勢
力
の
浸
透
に
よ
り
、
室
町
後
期
に
は
大
友
氏
の
守
護
領
国
下
の
荘
園
と
な
っ
た
。
近
世
に
は
慶
長
五
年
(
一
六
O
O
)

豊
前
中
津
(
の
ち
小
倉
)
藩
細
川
氏
領
、
寛
永
九
年
(
一
六
三
二
)
豊
前
竜
王
(
の
ち
高
田
)
藩
松
平
氏
領
、
正
保
二
年
(
一
六
四
五
)

幕
府
領
と
な
っ
た
{8)

が
、
寛
文
九
年
(
一
六
六
九
)
以
降
は
概
ね
松
平
氏
の
島
原
藩
領
で
あ
っ
た
。
田
染
地
区
の
横
嶺
、
小
崎
、
中
、
間
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戸
、
真
木
、
陽
平
、
薗
木
、
田
野
口
、
熊
野
、
大
曲
、
観
音
堂
、
上
野
、
相
原
、
池
部
、
蕗
各
村
の
ほ
か
、
下
沓
掛
、

畑

梅
木

加

札
川
、
新
城
の
四
村
を
加
え
、
田
染
組
二

O
ケ
村
を
構
成
し
、
明
治
時
代
を
迎
え
る
(
図
1
)
。
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図1 田染盆地内の田染組各村の位置

[50，000分の l地形図 鶴川・豊後杵築・宇佐・豊岡〕

とう
さに
れみ
るて
遺く
跡る
がと
確
認
さ
れ
て
し、

な
し3

と

ムー
メ」

イ寸
く。

古
代
の
田
染
盆
地
の
開
発
と
景
観

(一)

遺
跡
分
布
か
ら
み
た
開
発
の
進
展

(

9

}

(

図
2
)

田
染
盆
地
の
南
西
部
桂
川
の
支
流
小
崎
川
流
域
正
陵
上

と
、
盆
地
底
の
桂
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
縄
文
時
代
の
遺

跡
が
分
布
す
る
。
前
者
の
地
域
に
は
縄
文
時
代
早
期
i
前
期

初
頭
を
中
心
に
、
後
者
の
地
域
に
は
後
期
j
晩
期
に
断
続
的

に
遺
跡
が
存
在
し
て
い
た
。
野
地
台
遺
跡
で
は
姫
島
産
の
黒

耀
石
の
石
鎌
が
多
数
採
集
さ
れ
て
お
り
、
縄
文
時
代
早
・
前

期
に
お
け
る
石
材
の
流
通
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ

田
染
盆
地
で
は
明
確
に
縄
文
時
代
中
期

段
階
か
ら
こ
の
よ
う
な
山
間
部
の
小
盆
地
が
、

ら
か
で
は
な
い
が
、
中
期
の
遺
跡
数
が
非
常
に
減
少
す
る

E
が
、
こ
の
動
き
と
整
合
的
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
縄
文
時
代
の
早
期
の

れ
は
、
大
分
県
で
は
九
州
東
南
部
(
叩
)
と
同
様
に
、
理
由
は
明

陵
部
か
ら
盆
地
底
の
自
然
堤
防
上
に
居
住
の
中
心
を
移
し
て
い
る
。

エ
ク
メ
ネ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
後
期
に
な
る
と
周
辺
の
丘

盆
地
中
央
部
、
大
字
真
中
の
桂
川
左
岸
の
自
然
堤
防
上
に
位
置
す
る
戸
原
台
遺
跡
で
は
、
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
、
さ
ら
に
中
世
の
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- 縄文時代の遺跡

企 弥生時代の遺跡

. 古墳時代の遺跡

出立条里型地割

遺
物
が
散
布
す
る
。
弥
生
時
代
の
遺
物
は
広
範
囲
に
分
布

-
紡
錘
車
な
ど
種
類
も

到
し
、
土
器
・
石
器
(
石
斧
・
石
鎌
)

f
多
様
で
、
田
染
盆
地
内
で
は
他
に
有
力
な
弥
生
時
代
の
遺
跡

布
山

ヨ
分
子
は
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
回
染
盆
地
に
お
け
る
母
村

伽

の

両

日
一
一
割
的
集
落
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
弥
生
時
代
に

邑

地

図

-
型
形
は
、
居
住
地
は
こ
の
戸
原
台
遺
跡
を
中
心
に
南
側
の
桂
川
右

h

里
地

は
一
川
岸
の
自
然
堤
防
上
や
周
辺
部
の
正
陵
端
部
や
小
支
谷
へ
と
拡

跡
分

遺
的
大
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
右
岸
の
大
字
上
野
字
市
場
の

ハ
リ

即
凶
南
部
の
桂
川
に
沿
っ
た
自
然
堤
防
に
あ
た
る
部
分
か
ら
は
、

弥
生
時
代
終
末
期
1
古
墳
時
代
前
期
の
住
居
就
が
検
出
さ
れ

掛
・
狩
猟
と
と
も
に
こ
の
集
落
の
生
産
基
盤
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
時
期
の
遺
物
は
量
的
に
も
少
な
く
な
る
よ

て
い
る
2
3
こ
の
背
後
の
後
背
湿
地
で
の
水
稲
栽
培
を
、
漁

条
里
型
地
割
と
盆
地
底
の
開
発

う
で
、
削
平
さ
れ
た
り
、
盆
地
底
の
開
発
が
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
さ
o

(二)

盆
地
の
底
部
に
は
北
部
に
幅
三
町
、
長
さ
五
・
六
町
、
聞
に
標
高
一
一
一
一

0
メ
ー
ト
ル
余
の
小
山
塊
を
挟
ん
で
、
南
部
に
幅
三
町
、
長
さ
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七
・
八
町
に
わ
た
っ
て
条
里
型
地
割
の
分
布
が
み
ら
れ
る
(
図
2
)
。
両
者
は
約
三

O
度
西
偏
し
、
五

O
O
O
分
の
一
の
地
図
上
で
は
、
南

の
旧
観
音
堂
村
の
背
後
の
標
高
一
一
一
一
メ
ー
ト
ル
の
山
と
旧
中
村
の
標
高
二
二

0
メ
ー
ト
ル
の
山
を
挟
ん
で
、
北
の
旧
蕗
・
相
原
村
境
の
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一
ム
ハ
一
メ
ー
ト
ル
の
標
高
点
の
あ
る
山
と
を
見
通
し
た
線
を
基
準
線
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
圃
場
整
備
に
と

も
な
う
大
字
上
野
で
の
発
掘
調
査
に
よ
る
と
、
こ
の
条
里
型
地
割
は
、
八
世
紀
後
半
か
ら
中
世
の
聞
に
施
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い

る
(
H
)
0

こ
こ
で
の
調
査
で
は
、
旧
地
形
の
復
原
に
も
注
意
が
払
わ
れ
、
条
里
型
地
割
分
布
地
区
で
の
低
湿
地
の
ひ
ろ
が
り
が
把
握
さ
れ
、

前
述
の
古
墳
時
代
の
集
落
は
こ
の
条
里
型
地
割
の
施
工
に
よ
り
、
微
高
地
が
削
ら
れ
耕
地
と
な
る
の
に
と
も
な
っ
て
、
盆
地
底
東
部
の
丘

陵
裾
部
に
移
動
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
B
E

こ
の
条
里
型
地
割
を
古
代
の
条
里
施
行
に
と
も
な
う
も
の
と
考
え
る
と
、
田
染
盆
地
に
お

け
る
水
田
の
耕
作
は
、
後
背
湿
地
を
中
心
と
し
た
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
、
古
代
の
条
里
施
行
期
、
中
世
の
荘
園
に
よ
る
開
発
、
さ
ら

に
近
世
の
開
発
と
大
き
く
四
段
階
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
な
か
で
も
条
里
に
よ
る
開
発
は
、
耕
地
を
最
大
限
に
確
保
す

る
た
め
に
集
落
の
移
動
を
と
も
な
い
、
盆
地
に
お
け
る
集
落
の
あ
り
ょ
う
を
一
変
さ
せ
、
回
染
盆
地
の
景
観
を
大
き
く
変
え
た
。
盆
地
の

景
観
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
い
う
点
で
は
、
今
日
の
モ

i
タ
リ
ゼ
l
シ
ョ
ン
や
圃
場
整
備
よ
り
も
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
一
言

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

元
来
、

田
染
盆
地
は
他
の
国
東
半
島
の
地
域
と
同
様
に
、
溜
池
や
井
堰
の
多
い
こ
と
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
年
間
降
水
量
は
そ
う
多
く

な
く
、
大
き
く
は
瀬
戸
内
海
気
候
区
に
属
す
る
が
、
冬
季
に
は
北
西
な
い
し
西
よ
り
の
季
節
風
が
入
り
込
み
曇
天
が
多
く
、
こ
の
点
か
ら

準
日
本
海
型
気
候
区
に
分
類
さ
れ
る
(
国
)
0

用
水
の
恒
常
的
不
足
は
、

田
染
地
域
で
広
範
囲
に
わ
た
る
雨
乞
神
事
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
も
容

易
に
推
察
で
き
よ
う
2
0
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
条
里
に
と
も
な
う
開
発
に
は
、
当
然
用
水
を
い
か
に
確
保
す
る
か
と
い
う
問
題
を

惹
起
す
る
。
そ
こ
で
、
発
掘
調
査
で
は
い
ま
一
つ
条
里
型
地
割
の
施
工
時
期
が
絞
り
込
め
な
か
っ
た
が
、
用
水
の
あ
り
か
た
を
徴
証
と
し

て
、
も
う
少
し
時
期
を
限
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
条
里
型
地
割
の
あ
る
地
域
の
用
水
は
、
南
部
の
上
野
地
区
は
大
字
上
野
字
高

取
の
鍋
山
磨
崖
仏
下
の
桂
川
本
流
の
鍋
山
井
堰
か
ら
、
北
部
の
横
嶺
地
区
は
大
字
真
中
字
大
平
と
大
字
上
野
字
市
場
の
間
に
あ
る
桂
川
本



流
の
大
井
手
井
堰
か
ら
取
水
牛
、
濯
概
し
て
い
る
。
盆
地
底
に
お
け
る
最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
井
堰
で
あ
る
と
い
え
る
。
前
者
は
桂
川

が
盆
地
に
出
て
き
た
河
川
勾
配
の
変
換
点
に
あ
た
り
、
し
か
も
河
床
に
岩
盤
が
露
出
し
段
差
の
生
じ
て
い
る
所
に
設
置
さ
れ
、
巧
み
な
位

置
を
占
め
、
古
代
に
お
け
る
農
業
技
術
の
水
準
か
ら
考
え
て
も
比
較
的
引
水
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
鍋
山
井
堰
あ
る
い

は
そ
の
前
身
と
な
る
べ
き
井
堰
的
な
も
の
が
古
代
に
つ
く
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
施
設
を
必
要
と
す
る
農
業
用
水
の
需
要
増
加

を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
事
情
が
惹
起
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
事
情
と
い
う
の
が
こ
の
盆
地
底
桂
川

右
岸
に
お
け
る
条
里
地
割
の
施
工
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
後
者
は
、
桂
川
の
水
面
と
水
田
面
の
比

高
が
三
メ
ー
ト
ル
前
後
あ
る
こ
と
か
ら
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
上
流
に
設
置
さ
れ
取
水
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
横
嶺
地
区
と
上
野

地
区
の
条
里
型
地
割
が
同
一
基
準
線
に
の
る
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
両
地
区
の
地
割
は
ほ
ぽ
同
時
期
に
施
工
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
前
者
と
比
べ
る
と
用
水
路
が
若
干
長
く
な
る
が
、
古
代
に
お
い
て
も
、
こ
の
程
度
の
距
離
の
引
水
は
技
術
的
に
は

そ
れ
ほ
ど
の
困
難
を
と
も
な
う
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
古
代
に
条
里
地
割
の
施
さ
れ
た
部
分
が
前
掲
の
弘
安
八
年
の

豊後園田染荘の景観変遷

「
豊
一
後
国
大
国
文
案
」
の
「
本
郷
田
十
町
」
に
概
ね
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
回
染
郷
の
中
心
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
盆
地
底
は
、
古
代
に
開
発
が
進
行
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
古
墳
時
代
の
遺
跡
分
布
か
ら
み
る
と
、
周
辺
部
で
は
大

字
嶺
崎
の
小
崎
川
下
流
左
岸
あ
た
り
が
比
較
的
早
く
か
ら
聞
か
れ
て
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。

四

近
世
の
村
落
景
観
(
団
)
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(一)

近
代
初
頭
の
村
落
景
観
と
そ
の
変
化
1
l
l
地
籍
図
と
の
比
較
か
ら

高
度
経
済
成
長
の
な
か
で
、
山
間
の
農
村
部
で
は
都
市
へ
の
人
口
の
大
量
流
出
が
み
ら
れ
、
深
刻
な
労
働
力
不
足
に
見
舞
わ
れ
、
そ
れ
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ま
で
に
祖
先
た
ち
が
、
営
々
と
し
て
切
り
開
い
て
き
た
山
地
・
正
陵
地
斜
面
の
耕
地
(
棚
田
や
段
々
畑
)
の
耕
作
を
放
棄
し
、
杉
な
ど
の

植
林
地
に
切
り
替
え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
土
地
利
用
景
観
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
。
さ
ら
に
、
今
日
の
よ
う
な
モ
l
タ
リ
ゼ
イ
シ
ョ

ン
の
進
展
も
道
路
の
付
け
替
え
を
は
じ
め
と
し
て
村
落
の
景
観
に
も
大
き
な
変
容
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
村
落
景
観
か
ら

は
、
も
は
や
近
代
初
頭
の
景
観
さ
え
想
像
す
る
の
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
近
世
の
村
落
景
観
と
も
な
る
と
、
そ
の
困
難
は
い
っ
そ

、
つ
つ
の
る
。

わ
が
国
の
村
落
景
観
の
原
型
は
、

一
般
的
に
近
世
中
期
に
形
成
さ
れ
た
と
の
見
解
も
あ
り
B
、
近
年
の
大
き
な
変
貌
を
遂
げ
る
以
前
の

村
落
景
観
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
近
世
の
村
落
景
観
を
考
え
る
上
で
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

明
治
中
期
に
作
成
さ
れ
て
現
在
も
広
範
に
残
っ
て
い
る
地
籍
図
は
重
要
な
資
料
と
い
え
る
。
田
染
地
区
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
明
治
二
一
・

一
一
一
一
年
に
作
成
さ
れ
た
地
籍
図
が
、
ほ
と
ん
ど
無
修
正
で
作
成
さ
れ
た
当
時
の
ま
ま
に
「
正
本
」
と
し
て
大
分
地
方
法
務
局
豊
後
高
田
支

局
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

一
字
一
枚
、
縮
尺
は
一
分
一
間
(
六

O
O
分
の
ニ
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、
山
地
部
の
広
い
字
で
は
数
葉
に

分
割
さ
れ
て
い
た
り
、
縮
尺
の
小
さ
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
田
染
盆
地
の
中
心
で
あ
る
盆
地
底
の
中
村
恋
、
条
里
型
地
割
の
み
ら
れ
る
上
野
村
、
盆
地
周
辺
の
桂
川
支
流
の
谷
と
山
地
に

位
置
す
る
観
音
堂
・
大
曲
両
村
、
さ
ら
に
桂
川
の
支
流
小
崎
川
の
流
域
に
あ
り
中
世
に
田
染
氏
の
居
館
が
存
在
し
た
と
み
ら
れ
、
両
者
の

中
間
的
な
位
置
に
あ
る
小
崎
村
に
つ
い
て
、
近
代
初
頭
の
村
落
景
観
と
そ
の
変
化
を
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

中
村
に
は
本
宮
八
幡
宮
が
あ
り
、
本
宮
の
北
に
は
近
世
田
染
組
大
庄
屋
河
野
氏
の
屋
敷
跡
が
あ
り
、
村
名
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に

古
く
か
ら
田
染
盆
地
の
中
心
で
あ
っ
た
。
現
在
、
こ
の
本
宮
八
幡
宮
に
隣
接
し
て
豊
後
高
田
市
田
染
支
所
、

田
染
郵
便
局
が
あ
る
。
明
治

三
六
年
に
県
道
豊
後
高
田
・
杵
築
線
が
村
内
を
斜
め
に
縦
断
し
た
が
、
そ
の
た
め
か
、
県
道
に
近
い
字
大
同
の
北
部
に
集
落
が
展
開
す
る
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と
い
う
現
象
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、
字
長
野
の
南
部
の
小
集
落
が
近
代
に
な

っ
て
姿
を
消
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
籍
図
で
は
、
中
央
部
の
小
山
塊
の
西

中村の村落景観変化 (W豊後回目染荘の調査 uによる)

斜
面
下
部
で
畑
が
か
な
り
広
が
っ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
ご
く
一
部
だ
け
に

な
っ
て
い
る
(
図
3
)
0

桂
川
を
挟
ん
で
こ
の
中
村
の
東
南
に
接
す
る
上
野
村
で
は
、
明
治
初
期
に

字
大
山
か
ら
山
あ
い
を
通
り
東
隣
り
の
沓
掛
村
に
至
る
道
が
廃
さ
れ
、
現
在

の
県
道
豊
後
高
田
・
杵
築
線
へ
と
変
更
さ
れ
て
い
る
。
桂
川
沿
い
の
字
コ
ブ

シ
や
字
西
ノ
尻
・
園
田
に
あ
る
集
落
は
規
模
の
縮
小
が
顕
著
で
、
前
者
は
大

正
期
に
至
っ
て
廃
絶
し
、
現
在
そ
の
跡
地
は
畑
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
て
、
県
道
沿
い
の
集
落
は
規
模
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
。
字
平
原
な
ど
の
正

陵
部
に
み
ら
れ
た
畑
地
の
減
少
も
目
立
っ
た
変
化
で
あ
る
。

田
染
盆
地
南
端
部
、

回
原
山
(
鋸
山

五
回
二
メ
ー
ト
ル
)
に
源
を
発
す

る
大
曲
川
の
谷
筋
に
大
曲
村
・
観
音
堂
村
の
二
村
が
位
置
す
る
。
大
曲
川
は

観
音
堂
村
の
北
西
部
で
桂
川
に
合
し
、
観
音
堂
村
は
桂
川
左
岸
沿
い
の
比
高

図3

二
O
i
二
五
メ
ー
ト
ル
の
台
地
を
中
心
に
広
が
る
。
こ
こ
で
は
山
地
斜
面
に

お
け
る
畑
の
減
少
と
集
落
全
体
の
縮
小
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

小
崎
村
は
小
崎
川
の
上
流
部
と
下
流
部
と
で
は
か
な
り
様
相
を
異
に
す
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る
。
近
代
以
降
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
る
の
は
主
と
し
て
上
流
部
で
あ
る
。
愛
宕
池

図4 旧小崎村主要部の近代初頭の景観

Cf豊後園田染荘の近世村落景観J(r人文地理学の視圏』所収)による〕

の
奥
の
字
弓
切
と
小
藤
の
谷
の
入
口
の
字
合
畑
に
あ
っ
た
二
つ
の
小
集
落
が
姿
を
消

し
、
愛
宕
池
の
南
の
字
大
平
に
あ
っ
た
小
集
落
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
字
原
と
七
ツ

ヤ
に
移
転
し
た
と
い
う
。
現
在
は
み
ら
れ
な
い
が
、
地
籍
図
で
は
緩
斜
面
に
か
な
り
の

畑
が
み
ら
れ
、
近
代
以
降
の
耕
作
放
棄
地
の
ひ
ろ
い
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
は
実
際
に
山
中
を
あ
る
い
て
み
る
と
、
所
々
に
地
面
を
平
坦
に
な
ら
し
、

部
に
は
石
垣
を
積
ん
だ
跡
も
み
ら
れ
、
か
つ
て
田
や
畑
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
こ
と

も
多
い
。
小
藤
の
谷
は
現
在
よ
り
も
か
な
り
奥
ま
で
回
や
畑
が
開
か
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
(
図
4
)
。

(ゴ

近
世
の
村
落
景
観
と
そ
の
変
化

l
l村
絵
図
と
地
籍
図
の
比
較
を
中
心
に

(1) 

村
絵
図
の
性
格

近
世
田
染
組
二

O
ヵ
村
の
う
ち
一
六
ヵ
村
が
田
染
盆
地
に

位
置
し
、
そ
の
う
ち
一
四
ヵ
村
に
つ
い
て
近
世
の
村
絵
図
が
残
存
し
て
い
る
2
3

こ
れ

ら
の
村
絵
図
は
、
村
明
細
書
と
と
も
に
天
保
七
年
(
一
八
三
六
)
に
書
き
写
さ
れ
た
も

の
で
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
原
本
は
元
禄
二
年
(
一
六
八
九
)
に
島
原
藩
役
所
に
差

し
出
さ
れ
た
も
の
で
、
天
保
七
年
に
な
っ
て
、
そ
の
後
の
村
の
様
子
に
変
化
が
あ
れ

ば
、
掛
紙
を
付
し
て
差
し
出
す
よ
う
に
と
一
旦
各
村
に
返
さ
れ
た
。
村
に
は
こ
の
絵
図

の
控
え
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
機
会
に
絵
図
を
写
し
取
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。



天
保
コ
一
年
に
高
田
往
還
「
清
滝
道
」
に
近
道
の
で
き
た
横
嶺
・
小
田
原
両
村
以
外
は
、
元
禄
年
中
か
ら
変
化
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の

村
絵
図
と
明
細
書
の
記
載
内
容
の
検
討
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
の
村
絵
図
は
元
禄
二
年
の
状
況
を
描
い
て
い
る
と
い
え
る
2
0

(2) 

近
世
前
期
の
村
落
景
観
と
そ
の
変
化
l

|
耕
地
と
集
落
を
中
心
に
l

|

中
村
で
は
、
村
絵
図
か
ら
安
養
寺
付
近
に
か
な
り
家

が
ま
と
ま
っ
て
描
か
れ
、
こ
こ
の
集
落
の
規
模
が
大
き
か
っ
た
こ
と
、
大
門
の
集
落
の
背
後
の
小
山
塊
の
斜
面
に
畑
が
広
が
っ
て
い
た
こ

と
が
分
る
。
ま
た
、
村
内
を
水
路
が
南
北
に
縦
断
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
大
門
の
南
の
大
井
手
井
堰
で
取
水
し
た
大
井
手
井
路
と
み
て
間

違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
明
細
書
に
よ
る
と
、
中
村
の
水
掛
り
は
田
一
九
町
六
反
余
の
う
ち
、
井
堰
掛
り
一

O
町
七
反
余
、
池
掛
り
八
町
九

反
弱
で
あ
る
か
ら
、
大
井
手
井
路
に
よ
り
字
戸
原
・
大
門
・
宮
固
な
ど
に
あ
る
田
が
濯
概
さ
れ
、
大
井
手
井
路
の
背
面
に
あ
た
り
、
こ
れ

の
水
を
受
け
ら
れ
な
い
南
西
部
の
字
長
野
あ
た
り
の
回
が
、
池
掛
り
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
村
絵
図
に
は
こ
の
山
塊
の
西
斜
面
の
麓

に
小
さ
な
溜
池
が
二
ヵ
所
描
か
れ
て
い
る
が
、
到
底
こ
れ
ら
で
八
町
九
反
弱
の
田
を
濯
慨
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
池
掛
り
の

回
は
、
こ
れ
ら
の
小
溜
池
と
南
隣
の
間
戸
村
の
ヤ
ケ
ヤ
マ
池
か
ら
小
崎
村
の
水
路
を
経
て
濃
概
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
明
治
中
期
の

豊後園田染荘の景観変遷

地
籍
図
を
み
る
と
安
養
寺
付
近
で
集
落
が
小
さ
く
な
り
、
そ
の
周
囲
が
関
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
(
図
3
)
。

上
野
村
(
図
5
)
で
は
近
世
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
新
池
(
荒
田
池
)
の
築
造
で
あ
る
。
明
細
書
に
よ
れ
ば
、
上
野
村
の
田

=
二
町
五
反
余
の
う
ち
三

O
町
五
反
余
が
井
堰
掛
り
で
あ
っ
た
が
、
絵
図
に
記
さ
れ
て
い
る
面
積
か
ら
、
こ
の
九
割
強
の
二
七
町
九
反
余

は
、
盆
地
底
の
条
里
型
地
割
の
部
分
の
回
で
、
鍋
山
井
堰
か
ら
の
用
水
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
桂
川
の
上
流
に
あ
っ

た
沓
掛
村
で
の
取
水
と
井
堰
の
芝
堰
か
ら
赤
土
堰
へ
の
改
修
に
よ
り
、
用
水
の
確
保
が
い
っ
そ
う
困
難
に
な
り
、
早
害
に
悩
ま
さ
れ
る
よ

199 

う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
政
八
年
(
一
八
二
五
)
新
池
が
築
造
さ
れ
、
以
後
は
早
害
に
悩
む
こ
と
は
な
く
な
っ
た
と
い
う
2
3
新
池

は
鍋
山
井
堰
を
補
完
す
る
と
い
う
役
割
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
、
村
絵
図
と
地
籍
図
の
比
較
か
ら
は
、
こ
れ
に
よ
り
新
た
に
ま
と
ま
っ
て
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開
国
し
た
と
こ
ろ
は
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

桂
川
を
挟
ん
で
上
野
村
の
西
に
接
す
る
真
木
村
の
近
世
村
落
景
観
を
み

る
と
、
上
野
村
と
は
か
な
り
様
相
を
異
に
し
て
い
る
。
集
落
が
桂
川
左
岸

沿
い
と
山
麓
部
に
み
ら
れ
、
絵
図
に
表
現
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て

配
は
、
川
沿
い
の
集
落
の
規
模
が
大
き
い
こ
と
、
明
細
書
に
よ
る
と
田
が
七

所鮫
町
一
反
ほ
ど
し
か
な
く
、
畑
が
一
一
町
四
反
弱
と
畑
の
占
め
る
割
合
が
高

細
い
と
い
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
地
籍
図
と
比
較
を
し
て
み
る
と
、
真

嗣
木
村
の
北
部
や
中
央
部
で
近
世
前
期
以
降
開
田
が
進
行
し
た
こ
と
が
わ
か

政
友島

る
。

図
つ
ぎ
に
、
支
谷
沿
い
の
観
音
堂
・
大
曲
両
村
に
つ
い
て
み
る
と
、
観
音

絵附
堂
村
で
は
絵
図
に
よ
る
と
、
十
数
軒
の
家
が
描
か
れ
、
全
体
と
し
て
疎
塊

上
村
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
明
治
中
期
に
か
け
て

間
集
落
全
体
の
縮
小
が
み
ら
れ
る
。
大
曲
村
で
は
大
曲
川
中
流
右
岸
の
緩
斜

面
に
ま
と
ま
っ
て
家
が
措
か
れ
、

一
村
一
集
落
の
集
村
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
る
が
、
明
治
中
期
に
か
け
て
若
子
規
模
の
縮
小
が
み
ら
れ
る
一
方
、
北

の
大
曲
川
と
小
曲
川
の
合
流
点
付
近
に
五
j
六
軒
の
宅
地
が
出
現
し
、

村
二
集
落
へ
と
変
化
を
み
せ
て
い
る
。
よ
り
交
通
の
使
の
よ
い
谷
の
出
口



へ
向
か
っ
て
の
集
落
の
移
動
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
の
よ
う
な
動
き
が
必
ず
し
も
モ

l
タ
リ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
に
よ
る

8
も
の
で
は
な

体
的
諸
規
制
の
弛
緩
な
ど
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

く
、
そ
れ
以
前
の
か
な
り
早
い
時
期
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
落
の
分
裂
の
背
景
に
は
、
共
同

い
つ
ご
ろ
か
ら
こ
の
よ
う
な
集
落
の
分
裂
が
始
ま
っ
た
の
か
は
興
味
深
い

も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
大
曲
村
絵
図
に
は
小
支
谷
の
斜
面
に
短
冊
型
の
畑
き
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
明
治
中
期
の
地
籍
図
に
は

み
ら
れ
な
い
し
、
大
曲
川
右
岸
の
畑
き
は
明
治
中
期
に
は
か
な
り
縮
小
し
、
谷
底
付
近
で
は
一
部
で
水
由
化
が
み
ら
れ
る
(
図
6
)
0

小
崎
村
の
場
合
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
。
村
絵
図
を
み
る
と
、
小
崎
川
の
谷
の
奥
に
至
る
ま
で
各
所
に
多
く
の
集
落
が
描
か
れ
て
い

る
。
字
上
ノ
原
の
集
落
だ
け
が
一

O
軒
以
上
の
家
が
描
か
れ
集
村
な
い
し
は
疎
塊
村
的
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
大
半
の
集
落
が
小
村
を
思

豊後周囲染荘の景観変遷201 
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図7 村絵図にみえる回染盆地内の溜池

(25，000分の l地形図 両子山・若宮〕

わ
せ
る
。
明
治
中
期
に
は
こ
の
小
村
の
う
ち
い
く
つ

か
が
姿
を
消
し
、
現
在
ま
で
の
聞
に
は
さ
ら
に
小
村

が
姿
を
消
し
て
い
る
。

一
方
で
は
、
上
ノ
原
の
集
落

が
北
側
の
六
郎
園
へ
と
拡
大
し
、

小
崎
川
の
谷
が
そ

の
幅
を
広
げ
る
位
置
に
あ
る
原
の
集
落
が
軒
数
を
増

加
さ
せ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
二
集
落
を
核
に

し
て
集
村
化
が
進
行
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

(3) 

近
世
に
お
け
る
開
発

田
染
組
各
村
の
村

絵
図
を
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
絵
図
に
規
模
の
差
こ

そ
あ
れ
溜
池
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
谷
頭

部
を
せ
き
止
め
て
造
ら
れ
た
も
の
で
、
近
世
の
前
期

村
高
の
推
移
を
み
る
と
、
正
保
四
年
(
一
六
四
七

に
お
い
て
す
で
に
小
支
谷
の
開
発
が
か
な
り
進
展
し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
(
図
7
)
。
近
世
に
お
け
る
田
染
盆
地
二
ハ
ヵ
村
の

旧
高
旧
領
取
調
帳
)
ま
で
の
聞
に
三
O
八

石
余
か
ら
三
五
二
七
石
余
へ
と
四
四
五
石
余
、

郷
帳
)
か
ら
明
治
四
年
(
一
八
七

一
四
・
五
%
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
国
東
郡
全
体
で
は
五
三
二
二
%
も
増
加
し
て
い
る

い
か
に
回
染
地
区
の
増
加
が
少
な
い
か
が
分
る
。
石
高
の
増
加
は
土
地
生
産
性
の
向
上
と
耕
地
の
拡
大
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
か

か
ら
、

ら
、
田
染
地
区
で
は
土
地
生
産
性
の
向
上
が
そ
れ
ほ
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
耕
地
の
拡
大
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

田

回
染
地
区
の
各
村
の
田
畑
の
面
積
を
元
禄
二
年
の
明
細
書
と
明
治
九
年
の
『
大
分
県
国
東
郡
村
誌
』
と
で
比
べ
て
み
る
と
(
表
1
)
、



田畑面積の変化

村名(現大字)
元禄2年 明治9年

(b)!(a) (1689) (a ) ii'8;6)( b) 
田 町反畝歩 町余

嶺崎 60.9.0.03 91 1.49 

畑 33.6.4.27 40 1.19 

真中
田 37.6.5.03揖 59 1.57 

畑 34.3.5.06諜 36 1.05 

平野
田 26.3.0.09 43 1.60 

畑 24.0.3.09 43 1. 79 

国 31.5.5.18 41 1.30 
上野

畑 8.6.3.15 14 1.62 

回 27.8.8.12 49 1.81 
相原

畑 27.8.0.06 54 1.94 

池部
回 23.6.1.24 33 1.40 

畑 18.7.0.12 31 1.66 

蕗
回 23.9.7.03担 41 1.71 

畑 27.7.7.24揖 71 2.56 

計
国 231.8.8.24揖 357 1.54 

畑 173.8.4 .03斑 289 1.66 

豊後園田染荘の景観変遷

表 1
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が
一
・
五
四
倍
、
畑
が
一
・
六
六
倍
に
な
っ
て
お

り
、
国
東
郡
全
体
の
石
高
の
増
加
に
み
あ
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
が
、
「
旧
高
旧
領
取
調
帳
』
は
近

世
的
な
把
握
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
『
大
分
県

国
東
郡
村
誌
」
は
地
租
改
正
に
と
も
な
っ
て
新
た

に
近
代
的
に
把
握
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
史

料
の
性
格
差
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
村

ご
と
の
耕
地
面
積
の
変
化
に
注
意
し
て
表
1
を
み

る
と
、
盆
地
底
の
上
野
村
や
真
中
村
な
ど
で
は
耕

地
面
積
の
増
大
幅
が
小
さ
く
、
谷
あ
い
に
位
置
す

る
相
原
村
や
蕗
村
で
は
大
き
い
と
い
う
傾
向
が
指

摘
で
き
る
。
ま
た
、
各
村
の
家
数
・
戸
数
の
推
移

を
み
る
と
(
表
2
)
、
史
料
の
性
格
や
家
数
・
戸

数
の
内
容
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
が
、
各
年
次
で

※推定

の
村
相
互
の
比
較
や
大
ま
か
な
傾
向
は
捉
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
『
小
倉
藩
人
畜
改
帳
」
の
家
数

に
は
隠
居
屋
・
庭
屋
・
牛
屋
な
ど
が
含
ま
れ
る
の
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国染地区各村の家数・戸数の推移

大字 村名
小倉藩人畜改帳 村明細書 国東郡村誌

(1622) * (1689) * * (1876) * * * 

嶺崎
横嶺 202( 20) 

小崎 88 81 

中

真中
間戸

160 21 ¥ 180 162( 26) 
真木

69 75 
菊山

陽平 23 29 

蘭木 11 9 

平野
田野口 7 12 

134( 17) 
熊野

77 101 
28 25 

大曲 8 16 

観音堂 10 

上 野 60 51 63( 7) 

相 原 101 84 133( 16) 

池 吉日 81 80 96( 13) 

蕗 135 175( 15) 

計 839 682 965(114) 

表 2

で
、
実
際
の
戸
数
は
か
な
り
少
な
く
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、

横
嶺
・
小
崎
・
上
野
・
池
部
の
各
村
は
家
数

戸
数
の
変
化
が
少
な
く
、
陽
平
・
薗
木

田
野
口
・
熊
野
・
大
曲
・
観
音
堂
の
各
村
は

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
分
る
。

つ
ま
り
、

」
れ
ら
の
表
は
、

L-
葬
会内

議
初
う
に
近
世
前
期
の
段
階
で
、
す
で
に
か
な
り

ヨ

ま

計
州
開
発
が
進
行
し
て
お
り
、
近
世
を
通
じ
て
新

ふ古

f
k

J
~
'
L

た
に
開
発
で
き
た
の
は
、
盆
地
底
の
水
田
を

J
h
w

豹
%

屋

戸

ー

庭
む
中
心
と
す
る
村
々
で
は
な
く
、
主
と
し
て
桂

含

帰
前
川
支
流
の
小
河
谷
沿
い
の
村
々
で
あ
り
、
近

牛

医、
数
・
世
を
通
じ
て
段
々
畑
と
棚
田
に
よ
る
開
発
が

屋

家

寺

腕
時
壮
行
わ
れ
て
い
た
と
解
釈
す
る
の
が
妥
当
で
あ

田
染
地
区
で
は
既
述
の
よ

* 
** 
*** 

ろ、つ。



五

中
世
の
村
落
景
観

(一)

「
ャ
シ
キ
」
地
名
か
ら
み
た
集
落
の
分
布

田
染
地
区
で
は
四

O
O余
の
小
字
名
の
ほ
か
に
、

四
O
O余
の
小
字
内
地
名
(
シ
コ
ナ
)
が
採
集
で
き
、
『
田
染
荘
史
料
』
に
も
数
百

の
地
名
が
み
え
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
『
田
染
荘
史
料
集
』
で
「

O
ム
ヤ
シ
キ
」
と
あ
り
そ
の
場
所
が
比
定
で
き
る
も
の
お
よ
び
「
ヤ

シ
キ
」
の
つ
く
地
名
の
分
布
を
示
し
た
の
が
図
8
で
あ
る
。
「
ヤ
シ
キ
」
の
つ
く
地
名
が
す
べ
て
中
世
起
源
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

こ
こ
で
は
資
料
が
少
な
い
の
で
、
中
世
に
屋
敷
の
存
在
し
た
候
補
地
と
し
て
一
応
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
中
世
の
田
染
氏

の
居
館
の
あ
っ
た
大
字
嶺
崎
の
小
崎
川
下
流
部
に
も
っ
と
も
濃
密
に
分
布
し
、
大
字
平
野
の
西
部
、

つ
ま
り
旧
陽
平
・
薗
木
・
田
野
口
の

各
村
の
地
域
に
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
ず
、
ま
た
、
大
字
池
部
・
真
中
も
わ
ず
か
一
ヵ
所
と
希
薄
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
中
世
の
石
造
品
の
分

布
を
み
て
み
よ
う
(
図
8
)
。
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
は
全
国
的
に
石
造
品
が
多
く
造
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
が
、
国
東
半

豊後園田染荘の景観変選

島
は
仏
の
里
と
も
い
わ
れ
、
大
分
県
下
で
も
大
野
川
中
流
域
と
並
び
磨
崖
仏
・
国
東
搭
・
五
輪
搭
・
宝
陸
印
搭
・
板
碑
な
ど
の
中
世
石
造

品
の
宝
庫
と
い
わ
れ
て
い
る
(
甜
玄
こ
れ
ら
の
中
世
石
造
品
は
、
基
本
的
に
は
人
里
離
れ
た
山
中
に
造
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ
の

分
布
は
付
近
に
集
落
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
分
布
を
み
る
と
、
盆
地
底
付
近
に
濃
密
に

分
布
し
、
蕗
谷
中
流
部
に
も
多
く
、
小
崎
川
上
流
部
と
旧
陽
平
・
薗
木
・
田
野
口
の
各
村
の
地
域
は
分
布
が
希
薄
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

み
て
く
る
と
、
ヤ
シ
キ
地
名
と
中
世
石
造
品
と
も
に
分
布
の
希
薄
な
地
域
は
、
中
世
に
お
い
て
集
落
の
立
地
を
あ
ま
り
み
な
か
っ
た
所
で
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あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
崎
川
上
流
部
は
、

つ
ぎ
に
み
る
よ
う
に
中
世
の
「
名
」
関
連
地
名
が
多
く
み
ら
れ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
中
世
石
造
品
の
分
布
が
希
薄
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
小
藤
に
は
南
西
の
立



-中世石造品
企『田染荘史料』に

みえるヤシキ

A ヤシキt也名

@六郷山寺院

図8 中世石造品とヤシキ地名の分布
(25.000分の 1地形図 両子山、若宮、豊後高田、立石〕
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石
か
ら
峠
を
越
え
て
、

一
四
世
紀
前
半
に
伊
予
の
河
野
氏
が
入
り
、
さ
ら
に
桝
淵
に
入
っ
た
と
い
う
伝
承
を
も
つ
が
芝
、
桝
淵
よ
り
下
流

部
は
す
で
に
田
染
氏
に
よ
り
開
発
さ
れ
て
お
り
、
桝
淵
ま
で
で
と
ど
ま
っ
た
と
思
わ
れ
、
伊
予
出
身
の
河
野
氏
は
石
造
品
を
積
極
的
に
造

立
す
る
志
向
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
小
崎
川
上
流
部
に
は
中
世
石
造
品
の
分
布
が
希
薄
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、

中
世
に
は
開
発
が
及
ば
な
か
っ
た
の
は
旧
陽
平
・
薗
木
・
田
野
口
の
各
村
の
地
域
で
あ
ろ
う
。

(コ

「
名
」
関
連
地
名
か
ら
み
た
中
世
の
開
発
状
況

回
染
地
区
で
は
前
述
の
よ
う
に
非
常
に
多
数
の
小
字
お
よ
び
小
字
内
地
名
が
採
集
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
『
田
染
荘
史
料
」
に

み
え
る
地
名
あ
る
い
は
類
似
の
地
名
が
多
数
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
名
ご
と
に
こ
れ
ら
の
関
連
地
名
を
示
し
た
の
が
図
9
で
あ
る
。
盆
地

底
周
辺
部
お
よ
び
小
崎
川
の
流
域
、

つ
い
で
蕗
谷
に
多
く
の
地
名
が
残
存
し
、
逆
に
南
西
部
の
旧
陽
平
・
薗
木
・
田
野
口
の
各
村
の
地
域

お
よ
び
東
部
の
旧
相
原
村
の
西
原
川
な
ど
の
谷
沿
い
で
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
る
。
盆
地
底
の
条
里
型
地
割
の
残
る
部
分

，』+」阜、

;
l
 
田
は
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
名
に
関
連
す
る
地
名
が
少
な
い
の
も
興
味
深
い
。
図
7
の
傾
向
と
同
様
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、

豊後園田染荘の景観変遷

こ
の
図
8
を
み
る
と
各
名
の
関
連
地
名
が
分
散
か
つ
錯
綜
し
て
お
り
、
回
染
盆
地
に
お
け
る
名
目
白
聞
の
存
在
形
態
は
、
辺
境
地
域
に
多
い

地
域
的
な
ま
と
ま
り
が
み
ら
れ
ず
、
畿
内
に
お
け
る
の
と
同
様
に
相
E
に
入
組
み
分
散
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
二
・
三
の
名
に
つ
い
て
少
し

詳
し
く
み
て
み
よ
う
。

)
 

唱

E
A(
 
糸
永
名

糸
永
と
い
う
小
字
が
蕗
谷
の
入
口
に
あ
り
、
こ
こ
の
水
田
を
イ
ト
ナ
ガ
井
堰
が
濯
慨
し
て
い
る
。
濯
概
面
積
は
三
町

九
反
で
あ
る
が
、
蕗
谷
最
大
の
井
堰
で
、
イ
ト
ナ
ガ
井
堰
の
濯
概
範
囲
が
糸
永
名
の
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
3
0
こ
の
蕗
谷
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を
中
心
に
「
豊
後
国
大
田
文
案
」
(
前
掲
)
に
み
え
る
糸
永
名
が
比
定
さ
れ
る
が
、
蕗
谷
を
村
域
と
し
た
蕗
村
の
団
地
面
積
は
近
世
前
期

に
は
二
四
町
前
後
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
(
表
1
)
、
「
糸
永
名
三
十
町
」
を
蕗
谷
の
み
に
考
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
田
染
荘
の
成
立
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(i莫字の地名は現在の小字名、片仮名は小字内地名等を示す)
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は
一
一
世
紀
前
半
に
ま
で
遡
る
も
の
と
さ
れ
ぎ
、
寛
元
三
年
(
一
二
四
五
)
の
「
大
宮
司
字
佐
公
高
切
符
案
」

g
に
よ
れ
ば
糸
永
保
司
の

存
在
が
知
ら
れ
、
糸
、
水
保
が
、
国
術
系
官
人
に
よ
り
一
二
世
紀
前
後
に
開
発
さ
れ
、
そ
の
後
、
田
染
荘
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
(
む
が
、
康
永
三
年
二
三
四
四
)
の
「
回
染
荘
糸
永
名
惣
帳
案
」

2
に
み
え
る
日
野
・
中
尾
・
か
ち
ゃ
等
の
糸
永
名
関
連
地
名
が
大

字
横
嶺
・
平
野
・
池
部
な
ど
に
も
み
ら
れ
(
図
9
)
、
蕗
谷
以
外
の
地
に
も
「
糸
永
名
三
十
町
」
の
団
地
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分

る
。
ま
た
、
同
「
惣
帳
案
」
か
ら
糸
永
名
で
は
均
等
名
編
成
が
な
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
お
)
O

と
こ
ろ
で
、
大
字
蕗
の
富
貴
寺
の
西

側
に
字
政
所
が
あ
り
、
空
堀
と
土
塁
の
あ
る
居
館
跡
と
、
そ
の
背
後
に
小
規
模
な
山
城
の
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は

明
確
に
は
な
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
蕗
政
所
が
「
田
染
荘
政
所
」
と
し
て
整
備
さ
れ
る
な
か
で
、
防
御
的
機
能
を
も
っ
施
設
が
一
四
世
紀

半
ば
か
ら
一
五
世
紀
は
じ
め
の
こ
ろ
に
か
け
て
整
備
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
き
。

(2) 

永
正
名

永
正
名
の
初
見
は
貞
応
三
年
二
二
二
四
)
の
「
宇
佐
末
利
栗
林
売
券
」
さ
で
か
な
り
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
分
る
。
関
連
地
名
の
分
布
は
田
染
荘
の
か
な
り
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
が
、
大
学
平
野
の
大
曲
谷
の
入
口
に
字
長
正
が
あ
り
、
こ
の

豊後園田染荘の景観変遷

あ
た
り
に
永
正
名
の
中
心
の
一
つ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
字
屋
敷
に
は
『
田
染
荘
史
料
』
に
多
数
み
え
る
屋
敷
の
い
ず
れ
か
が
あ
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
永
亨
三
年
(
一
四
三
こ
の
「
田
染
荘
内
永
正
名
大
ま
か
り
取
帳
」
(
さ
に
よ
る
と
大
曲
地
区
に
一
町
余
の
田
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
旧
大
曲
村
域
で
は
他
の
名
関
連
の
地
名
が
見
当
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
仮
に
大
曲
地
区
に
は
永
正
名
の
み
で
あ
っ
た
と
す

る
と
、
大
曲
村
絵
図
の
明
細
書
に
よ
れ
ば
田
は
五
町
足
ら
ず
あ
る
か
ら
、
近
世
前
期
と
の
聞
で
四
町
足
ら
ず
の
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
史
料
は
領
家
方
の
取
り
分
を
示
し
た
も
の
で
、
こ
の
他
に
ま
だ
団
地
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
実
際
の
差
は
も
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っ
と
少
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
大
曲
地
区
に
は
字
屋
敷
に
金
高
家
墓
地
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
国
東
塔
一
基
の
ほ
か
多
数
の
五
輪

塔
が
あ
る
。
国
東
塔
は
永
和
元
年
(
一
三
七
五
)
の
銘
が
あ
り
、
先
の
史
料
よ
り
半
世
紀
ほ
ど
遡
る
。
少
な
く
と
も
大
曲
谷
の
開
発
は
こ
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の
時
期
ま
で
は
遡
ら
せ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
(go
こ
の
ほ
か
永
正
名
で
は
、
「
か
と
」

「
猿
喰
」

「
又
四
郎
」
屋
敷
な
ど
の
地
名
が

残
り
、
大
体
の
位
置
比
定
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
大
字
嶺
崎
の
字
上
ノ
原
・
大
字
相
原
の
字
サ
ル
パ
ミ
・
大
字
嶺
崎
の
字
合
畑
に
所
在
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。

(3) 

末
次
名

末
次
の
初
見
は
弘
安
二
年
(
一
二
七
九
)
の
「
大
宮
司
宇
佐
公
有
下
文
」
§
で
大
字
真
中
の
字
戸
原
に
ス
エ
ツ
ギ
と
い

う
地
名
が
あ
る
。
関
連
地
名
の
分
布
か
ら
屋
敷
・
田
・
畠
が
大
字
嶺
崎
の
字
上
ノ
原
を
は
じ
め
と
す
る
小
崎
川
中
流
部
に
多
く
あ
っ
た
よ

う
で
、
ほ
か
に
は
、
大
字
真
中
の
字
前
田
や
大
字
相
原
の
字
屋
敷
、
大
字
平
野
の
字
橋
本
等
に
団
地
や
屋
敷
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
大

字
真
中
の
字
戸
原
の
ス
エ
ツ
ギ
と
い
う
地
名
の
あ
る
あ
た
り
は
、
既
に
み
た
よ
う
に
先
史
時
代
以
来
連
綿
と
集
落
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
末
次
名
と
関
わ
り
の
深
い
屋
敷
の
存
在
を
考
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

(三)

六
郷
山
寺
院
と
開
発

鎌
倉
時
代
に
は
国
東
半
島
で
は
六
郷
山
寺
院
の
成
立
を
み
た
よ
う
で
お
)
、
回
染
荘
域
に
も
多
数
の
六
郷
山
関
係
の
寺
院
・
寺
院
社
・
岩

屋
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
中
世
の
田
染
地
域
の
開
発
の
関
係
に
つ
い
て
も
一
考
を
要
す
る
。
六
郷
山
全
体
に
関
す
る
最
も
古
く
確
実
な

史
料
は
建
武
四
年
(
一
三
三
七
)
の
「
六
郷
山
本
中
末
寺
次
第
井
四
至
等
注
文
案
」
(
叫
)
で
あ
る
と
さ
れ
る
が

g
、
こ
れ
に
よ
り
田
染
地
区

の
六
郷
山
の
う
ち
馬
城
山
と
今
熊
野
寺
の
四
至
を
示
す
と
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

馬
城
山

限
東
赤
岩
辻

限
西
ハ
ヱ
ホ
シ
獄

限
南
六
太
郎
美
尾

限
北
光
贋

今
熊
野
寺

限
東
コ
ケ
ラ
悌

限
西
赤
岩

限
南
尾
立

北
稲
積
不
動
堂

こ
れ
ら
の
地
名
の
う
ち
ヱ
ホ
シ
獄
・
六
太
郎
(
現
速
見
郡
山
香
町
大
字
下
)

稲
積
不
動
堂
は
位
置
が
比
定
で
き
、
赤
岩
・
赤
岩
辻

は
、
い
わ
ゆ
る
耶
馬
渓
層
が
侵
食
さ
れ
て
形
成
さ
れ
た
田
染
耶
馬
の
う
ち
、
露
出
部
分
が
赤
味
を
帯
び
た
部
分
を
形
容
し
て
い
る
と
考
え



ら
れ
、
赤
岩
を
一
ヵ
所
の
み
に
特
定
す
る
に
は
問
題
な
し
と
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
馬
城
山
と
今
熊
野
寺
の
位
置
関
係
か
ら
し
て
ほ
ほ
特

定
で
き
そ
う
で
あ
る
。
大
字
平
野
の
字
千
道
に
ア
カ
イ
ワ
な
る
地
名
が
あ
り
、
こ
の
赤
岩
・
赤
岩
辻
は
こ
の
背
後
の
旧
薗
木
村
と
旧
田
野

口
村
と
の
境
界
と
な
っ
て
い
る
部
分
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
両
寺
は
東
西
に
境
を
接
し
て
田
染
盆
地
南
部
の
山
地
部
に
四
至

を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
田
染
地
区
に
は
こ
の
ほ
か
多
く
の
六
郷
山
関
係
寺
院
が
あ
り
、
先
の
「
注
文
案
」
な
ど
に
み
え
る
も
の

で
、
そ
の
大
体
の
位
置
が
判
明
す
る
も
の
を
示
す
と
図
8
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
寺
院
に
よ
る
開
発
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
ら
か
で

は
な
い
が
、
こ
の
「
注
文
案
」
に
は
、
例
え
ば
「
一
吉
岡
山
梯
々
料
回
畠
山
野
等
四
至
以
下
、
云
々
」
と
あ
り
、
か
つ
て
国
東
半
島
で
み
ら

れ
た
ナ
ギ
ノ
(
焼
畑
)
や
苅
畑
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
掛
と
は
焼
畑
に
関
連
し
て
山
野
を
刈
り
払
っ
た
こ
と
を
一
不
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
E
E

こ
の
ほ
か
富
貴
寺
の
よ
う
に
寄
進
さ
れ
た
寺
領
§
を
有
す
る
寺
院
も
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
中
世
寺
院
と
回
染
盆
地
の
開
発
に
つ
い
て
も
ま
だ
考
察
す
べ
き
課
題
は
多
い
と
い
え
る
。

豊後園田染荘の景観変遷

....... 
J、

お

わ

り

に

中
世
に
お
い
て
豊
後
園
田
染
荘
で
あ
っ
た
回
染
盆
地
(
現
大
分
県
豊
後
高
田
市
田
染
地
区
)
を
対
象
地
域
と
し
て
、
古
代
以
来
の
景
観

の
変
遺
を
み
て
き
た
。
近
年
の
閏
場
整
備
事
業
の
進
展
は
、

田
染
盆
地
の
よ
う
な
山
間
の
小
盆
地
に
も
押
し
寄
せ
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
イ
シ
ョ

ン
と
と
も
に
近
代
に
お
け
る
村
落
景
観
変
貌
の
二
大
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
古
く
か
ら
の
景
観
の
名
残

り
を
多
く
と
ど
め
て
い
る
と
み
ら
れ
る
田
染
盆
地
の
景
観
は
、
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
日
こ
う
し
て
回
染
盆
地
の
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景
観
を
描
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
し
で
も
景
観
の
記
録
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
中
世
の
田
染
盆
地
の
景
観
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
小
崎
川
の
流
域
が
密
度
高
く
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
気
が
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つ
く
。
こ
れ
は
、
大
字
嶺
崎
の
字
上
ノ
原
に
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
田
染
荘
を
基
盤
に
、
在
地
領
主
と
し
て
活
動
し
た

田
染
氏
の
拠
点
が
あ
り
、
史
料
に
も
多
く
み
え
る
こ
と
と
、
多
く
の
小
字
内
地
名
が
採
集
さ
れ
た
こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
他

の
要
因
が
あ
る
か
ど
う
か
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
小
稿
で
は
、
回
染
盆
地
の
景
観
変
遷
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
、

中
世
の
田
染
盆
地
の
村
落
景
観
を
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
描
出
し
よ
う
と
考
え
た
が
、
集
落
や
耕
地
を
中
心
と
す
る
近
世
の
村
落
景
観

は
、
田
染
組
村
絵
図
の
残
存
に
よ
り
か
な
り
具
体
的
に
描
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
対
し
て
、
中
世
・
古
代
の
景
観
と
な
る
と
村
絵
図

の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
な
る
資
料
が
な
く
、
余
り
に
地
名
に
頼
り
な
が
ら
の
作
業
で
、
皮
相
な
景
観
の
描
出
に
終
始
し
、
ま
た
、
豊
富

な
中
世
史
料
の
活
用
も
不
十
分
で
あ
る
た
め
に
具
体
的
な
景
観
像
と
し
て
は
足
ら
ざ
る
点
の
多
い
こ
と
を
痛
感
し
て
い
る
。
中
世
の
開
発

は
田
染
荘
を
舞
台
に
し
た
政
治
史
的
な
動
き
を
ぬ
き
に
し
て
は
十
分
明
ら
か
に
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
、
史
料
の
十
分
な
活
用

を
は
か
り
、
開
発
の
背
後
に
あ
る
政
治
史
的
な
動
き
な
ど
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
具
体
的
な
景
観
の
復
原
を
め
ざ
し
た
い
。

〈
付
記
〉

小
稿
は
大
分
県
立
宇
佐
風
土
記
の
丘
歴
史
民
俗
資
料
館
が
中
心
と
な
っ
て
行
な
っ
た
豊
後
園
田
染
荘
調
査
の
成
果
に
依
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
同
館

の
研
究
員
諸
兄
を
は
じ
め
筆
者
と
と
も
に
調
査
を
行
な
っ
た
調
査
員
の
方
々
、
常
に
適
切
で
有
益
な
助
一
言
・
示
唆
を
与
え
て
下
さ
っ
た
調
査
委
員
の
諸

先
生
、
さ
ら
に
調
査
に
御
協
力
下
さ
っ
た
豊
後
高
田
市
田
染
地
区
の
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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史
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縄
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叩
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光
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縄
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鎌
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縄
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史
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史
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九
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木
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礎
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史
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村
落
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中
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岩
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、
一
九
七
三
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
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日
)
後
藤
一
重
「
考
古
学
資
料
か
ら
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染
盆
地
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落
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台
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落
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の
み
つ
か
っ
て
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な
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の
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村
と
菊
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の
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一
村
で
、
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は
寛
文
九
年
(
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六
六
九
)
以
降
は
延
岡
藩
領
で
、
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絵
図
は
作
成
さ

れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
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九
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に
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ず
、
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あ
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。
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史
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も
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創
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を
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と
し
て
多
角
的
に
検
討
を
行
な

っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
元
禄
二
年
の
状
況
を
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す
と
す
る
考
え
と
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的
あ
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た
(
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落
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落
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た
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、
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る
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苅
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と
考
え
ら
れ
る
(
拙
稿
「
近
世
村
落
景
観
の
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原
|
地
籍
図
と
村
絵
図

ー
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前
掲

(
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豊
後
国
回
染
荘
の
調
査

I
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収
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一
一

O
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1
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O
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(
お
)
調
査
に
よ
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明
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と
な
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造
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九
八
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の
う
ち
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八
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辺
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な
お
、
小
藤
の
河
野
氏
は
戦
国
期
(
天
正
こ
ろ
か
)
の
文
書
を
有
し
、
そ
の
中
に
「
尾

藤
名
」
と
い
う
の
が
み
え
、
小
藤
の
谷
の
開
発
は
少
な
く
と
も
戦
国
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
う
る
(
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鎮
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